
1 

 

学校番号 ３００８ 

令和 3年度 工業科 

 

教科 機械 科目 工業数理基礎 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 工業数理基礎 （実教出版） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業の勉強を進めていくうえで必要である速さや質量、割合など基礎的な計算や電卓技術を学んで

いきます。中学生の分野の学び直しも含まれていますので、分からないところは積極的に質問をし

て、確実に自分の学力を向上させてください。 

・教科書の内容を、授業で理解しながらまとめていく授業です。 

 教科書・ノート・筆記用具は必ず持参してください。授業中に、図やグラフが出てきますので、

丁寧に書き写し、定規を使ってまとめる習慣をつけてください。 

・プリントがまとめとして配布されますので最後にノートに貼り付けて保存するようにしてくださ

い。ノート提出の時に確認します。 

・授業前に教科書を読むだけで、十分に予習ができます。授業中に積極的に発言及び質問ができる

ようにしておくとよいでしょう。 

・提出物が定期的にあります。ノートへの書き写しは、授業中に終わるようにし、溜めないようにしま

しょう。 

 

2 学習の到達目標 

１ 工業に関する基本的な計算方法を学習し、工業の各分野の事象の数理処理に関する知識と技術を習

得させ、活用する力を身につける。 

２ 関数電卓の使用方法を身につけ、計算作業の利便を図る。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

工業の各分野におけ

る工業事象の数理処

理について関心をも

ち、基礎的な数式の活

用や情報処理機器を

意欲的に活用し、合理

的に数理処理を行う

実践的な態度を身に

付けている。 

工業にかかわるさまざまな 

事象やそれにかかわる問題点 

を把握して分析し，それに 

対処するために，これまでに 

習得した知識や技術などを 

活用するとともに，そこで 

得た知識や経験を基にした 

発表を行うことができる。 

工業の各分野に

おける工業事象

を迅速かつ合理

的に数理処理す

る実際的な数理

処理能力を身に

付け、その成果を

的確に活用する。 

工業の各分野に

おける工業事象

の数理処理の知

識を身に付け、

諸課題を主体的

に解決し、意義

や役割について

理解している。 

評
価
方
法 

授業準備状況 

授業への参加状況 

学習状況の観察 

 

発問に対する回答 

発表等のパフォーマンス 

 

ノート 

ワークシート 

定期考査 

確認テスト 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

第
一
学
期 

 

地
震
と
数
理
処
理 

序章 地震と数理処理 ○  ○ ○ ａ: いつどこで地震が発生して

も適切な対応ができるように地

震に関心をもち、自ら意欲的に

行動し、工業数理基礎の学習に

取り組む態度を身に付けてい

る。 

ｂ: 数理処理により地震の大き

さを瞬時に予測し警報を出す緊

急地震速報を適切に思考・判断

して、言動により表現し、自他

の安全を確保する能力を身に付

けている。 

ｃ: 過去の地震のデータを活用

し、作図により震源や震央の位

置を求める数理処理の技能を身

に付けている。 

ｄ: 地震被害を防ぐための緊急

地震速報の知識やその意義やし

くみを身に付け、自然事象の解

決に数理処理が果たす役割を理

解している 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

定期考査 
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基
礎
的
な
数
理 

第１章 基礎的な数理 

① 面積・体積 

  面積の計算 

  形状の美しさ 

  敷地と建ぺい率・容積率 

  地図から求める実際の面積の 

  計算 

  体積の計算 

② 身近な工業事象 

  走行時間・走行距離 

電流と電圧 

③ 高さと三角比 

  校舎の高さと木の高さ 

  三角比の利用 

 

第１章 問題・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ: 身近な工業事象の理解に、

簡単な数理処理が役立つことを

知り、関心を深め、意欲的に数

式の活用や合理的に数理処理を

行う実践的な態度を身に付けて

いる。 

ｂ: 身近な工業事象の解決に、

自ら思考を深め、最適な数理処

理を構想して活用し，適切な判

断に基づいて創意工夫して表現

する能力を身に付けている。 

ｃ: 身近な工業事象を関数電卓

やグラフなどを活用して迅速か

つ合理的に数理処理する技能を

身に付けてる。 

ｄ: 身近な工業事象を合理的に

数理処理するための知識を身に

付け、実際に活用して身近な具

体的な事象の諸課題を主体的に

解決し数理処理の意義や役割に

ついて理解している。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 
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単
位
と
数
値
処
理 

第２章 単位と数理処理  

① 国際単位系（ＳＩ） 

  量と単位   

  量記号と単位記号 

  国際単位系（ＳＩ）について 

  接頭語と指数 

② 単位の換算 

  速さ 

  加速度 

  重力加速度 

  密度と質量 

  力と仕事 

  エネルギー 

  セルシウス温度と熱力学温度  

  物質量 

  光度 

  平面角 

 

第２章 問題・まとめ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

ａ: 身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理について関心

をもち、基礎的な数式を意欲的

に活用し合理的に数理処理を行

う実践的な態度を身に付けてい

る。 

ｂ: 身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理について関心

をもち、自ら思考を深め、適切

な判断に基づいて数理処理を行

い、創意工夫して表現する能力

を身に付けている。 

ｃ: 身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理について関心

をもち、実際的な数理処理の技

能を身に付けている。 

ｄ: 身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理の知識を身に

付け、実際に活用して工業技術

の諸課題を主体的に解決し、工

業の意義や役割を理解してい

る。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 

乗
り
物
の
数
理 

第３章 乗り物の数理 

① 速さと速度 

  速さと速度の図示 

  ベクトル 

  登山電車の速度 

   坂道を上る自転車 

② 電車の走行と円運動 

  直線運動 

  円運動 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

ａ: 身近な乗り物を題材とした

工業事象の数理処理について関

心をもち、基礎的な数式の活用

や関数電卓を意欲的に活用し、

合理的に数理処理を行う実践的

な態度を身に付けている。 

ｂ: 身近な乗り物を題材とした

工業事象の数理処理について、

自ら思考を深め、適切な判断に

基づいて数理処理を行い、創意

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 
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二
学
期 

 

③ 動力の伝達 

  力とトルク 

  力の伝達 

  自転車を走らせる力 

 

第３章 問題・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ ○ ○ 工夫して表現する能力を身に付

けている。 

ｃ: 身近な乗り物を題材とした

工業事象について、迅速かつ合

理的に数理処理する技能を身に

付け、実際的な数理処理能力を

身に付けている。 

ｄ: 身近な乗り物を題材とした

工業事象の合理的な数理処理の

知識を身に付け、実際に活用し

て工業技術の諸課題を主体的に

解決し、工業の意義や役割につ

いて理解している。 

 

 

環
境
の
数
理 

第４章 環境の数理 

① 地球の資源 

  可採年数 

  物質循環 

② 大気と水の循環 

  大気の組成 

  大気の環境 

  水の循環 

③ 酸性雨 

  酸の強さとｐＨ 

  酸性雨 

 

第４章 問題・まとめ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:身近な環境を題材とした資源

や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理について関心

をもち、基礎的な数式を意欲的

に活用し合理的に数理処理を行

う実践的な態度を身に付けてい

る。 

ｂ:身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理について関心

をもち、自ら思考を深め、適切

な判断に基づいて数理処理を行

い、創意工夫して表現する能力

を身に付けている。 

ｃ:身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理について関心

をもち、実際的な数理処理の技

能を身に付けている。 

ｄ:身近な環境を題材とした資

源や大気及び水質などを取り上

げ、その数理処理の知識を身に

付け、実際に活用して工業技術

の諸課題を主体的に解決し、工

業の意義や役割を理解してい

る。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 
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数
値
処
理
と
グ
ラ
フ 

第 5章 数理処理とグラフ 

① 測定値の有効数字とその取

り扱い方 

  測定値と誤差 

  有効数字と数値の読み取り 

  数値の丸め方 

② 実験結果のグラフ化 

  グラフのかき方 

  実験結果のグラフからわかる

こと 

  回帰直線による予測 

 

第５章 問題・まとめ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:数理処理における有効数字・

測定誤差及び実験結果のグラフ

化について関心をもって意欲的

に取り組み、合理的に数理処理

を行う実践的な態度を身に付け

ている。 

ｂ:数理処理における有効数

字・測定誤差及び実験結果のグ

ラフ化について、自ら思考を深

め、適切な判断に基づいて数理

処理を行い、創意工夫して表現

する能力を身に付けている。 

ｃ:数理処理における有効数

字・測定誤差及び実験結果のグ

ラフ化について、迅速かつ合理

的に処理する技能を身に付けて

いる。 

ｄ:数理処理における有効数

字・測定誤差の扱い方及び実験

結果のグラフ化についての知識

を身に付け、実際に活用して諸

課題を主体的に解決し、その意

義や役割を理解している。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 
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流
れ
の
数
理 

第６章 流れの数理                                                                                       

① 流れの基礎 

  流れを生ずる原因 

  流れの分岐と合流 

② 流体の流れ 

  流体の圧力 

③ 電気の流れ  

  電気回路 

  抵抗の直列接続 

  抵抗の並列接続 

  ブリッジ回路                                                                                                                                                                                                               

  キ ル ヒ ホ ッ フ の 法 則                                                                                                      

④熱の流れ 

  熱の流れと仕事 

  熱の流れと熱伝導 

 

第 6章 問題・まとめ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

ａ:流れとして共通的に取り扱

うことのできる水・電気及び熱

について、その数理処理に関心

を持ち、意欲的かつ合理的に数

理処理を行う実践的な態度を身

に付けている。 

ｂ:流れとして共通的に取り扱

うことのできる水・電気及び熱

について、その数理処理を自ら

思考を深め適切に判断し、創意

工夫して表現する能力を身に付

けている。 

ｃ:流れとして共通的に取り扱

うことのできる水・電気及び熱

について、その数理処理を迅速

かつ合理的に行う技能を身に付

けている。 

ｄ:流れとして共通的に取り扱

うことのできる水・電気及び熱

について、数理処理の知識を身

に付け、実際に活用して工業技

術の諸課題を主体的に解決し、

工業の意義や役割について理解

している。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 
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構
造
物
の
部
材
の
設
計 

第７章 構造物と部材の設計  

①構造物の基本構成と構造部材

の受ける力 

 構造物の基本的な構成 

 構造部材の受ける力と安全性                                                                                                   

②部材に働く力と応力 

 力のモーメントと平行な力のつ

りあい 

 はりの受ける力と曲げモーメント 

③構造物の安全性 

 耐震設計の考え方 

 免震構造と制震構造 

 建築物のゆれと固有周期 

 

第７章問題・まとめ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

ａ:各種構造物が堅固で安全で

あるためには、基本的な構造や

部材の強度の数理処理に関心を

もって意欲的に取り組み、合理

的に数理処理を行う実践的な態

度を身に付けている。 

ｂ:各種構造物が堅固で安全で

あるためには、基本的な構造や

部材の強度の数理処理を適切な

思考・判断に基づいて行い、創

意工夫して表現する能力を身に

付けている。 

ｃ:各種構造物が堅固で安全で

あるためには、基本的な構造や

部材の強度の数理処理を合理的

に処理する技能を身に付けてい

る。 

ｄ:各種構造物が堅固で安全で

あるための基本的な構造や部材

強度の数理処理の知識を身に付

け、実際に活用してその意義や

役割を理解している。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 

三
学
期 

時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
事
象 

第８章 時間とともに変化する事

象                                                                                             

①速さが変化する運動 

 平均の速さと平均変化率  

 微分と導関数  

 速度の変化率と加速度 

②積分と面積 

 微分と積分の関係 

 定積分と面積 

③最大と最小 

 値の増減と微分係数 

 線形計画法 

 

第８章 問題・まとめ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ:微少な時間の変化に対する

位置の変化や速さの変化などの

数理処理に関心をもって意欲的

に取り組み、合理的に数理処理

を行う実践的な態度を身に付け

ている。 

ｂ:微少な時間の変化に対する

位置や速さなどの数理処理を、

適切な思考・判断に基づいて行

い、創意工夫して表現する能力

を身に付けている。 

ｃ:微少な時間の変化に対する

位置の変化や速さの変化などの

数理処理を合理的に処理する技

能を身に付けている。 

ｄ:微少な時間の変化に対する

位置の変化や速さの変化などの

数理処理の知識を身に付け、実

際に活用してその意義や役割を

理解している。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
数
理
処
理 

第 9 章 コンピュータによる数理

処理 

①パソコンを用いた数理処理 

  プログラミングによる数理処理 

  ソフトウェアによる数理処理 

②表計算ソフトウェアを用いた数

理処理 

  表計算ソフトウェアの処理手順 

  グラフの作成 

 

第９章 ・ 問題 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

ａ:各分野における工業事象の

数理処理について関心をもち、

パソコンを意欲的に活用し、迅

速かつ合理的に数理処理を行う

実践的な態度を身に付けてい

る。 

ｂ:工業事象の諸問題の解決を

目指して、パソコンを意欲的に

活用し、数理処理を適切な思

考・判断に基づいて行い、創意

工夫して表現する能力を身に付

けている。 

ｃ:各分野における工業事象を

関数電卓やパソコンを意欲的に

活用し、迅速かつ合理的に数理

処理する技能を身に付けてい

る。 

ｄ:各分野における工業事象の

数理処理にあたって、関数電卓

やパソコンを活用する知識を身

に付け、実際に活用する意義や

役割について理解している。 

授業準備状

況 

学習状況の

観察 

発問に対す

る回答 

ワークシート 

ノート 

確認テスト 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


